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長崎大学インターンシップ 

 

2022年9月26日 

  環境品証部課長 城本一郎 

 

９月１２日から１６日の５日間、長崎大学 工学部 機械工学コース

の3年生3名がインターンシップとしてウチヤで実習を行いました。

実習先は、生技部2名、研究開発部１名。 

機械工学コースは、旧機械システム工学科で私が在籍していた学科で

す。 

インターンシップとして学生が来た経緯

は、2019年から清水社長に同行し長崎大

学を訪問し求人活動を行ってきたことがき

っかけでした。 

私が在籍していた機械工学コースを訪問

した際、在学時にお世話になった教授と就

職担当の方が現在も在籍されておりご対応

頂きました。 

就職担当の方とは、その後も連絡を取り、

求人活動の進め方や大学でのＯＢ説明会の

開催についてのアドバイス等をご教示頂き

ました。今回のインターンシップについて

も、インターンシップの案内用ポスター

（左図）の内容、学生に公開する時期など

を相談し、その結果、3名の学生がウチヤ

に興味を持ち応募がありました。 
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生技部での実習では、大学で学んだシーケンスプログラムの基礎知識を活かし、自分で考

えたプログラムを実機で試すことができ、良い体験が出来たとのことでした。 

他社のインターンシップを経験した学生の話では、他社では見ているだけであったため、ウ

チヤでの実習は、充実した内容だったとのことです。 

また、大学では実機に触れる機会が少ないため、製造部の自動機の見学や生技部の画像処

理装置の実演に感銘を受けていました。 

インターンシップの受け入れが決まり、学生に合わせた内容で実習計画を立て、実習中も親

身に対応して頂いたため、学生にとって良いインターンシップだったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習終了後の評価では、３名とも評価が高く、積極的に相談、報告なども行い好印象であ

ったことから、インターンシップを行った甲斐があったと思います。 

今後もインターンシップや大学への訪問などの求人活動を続けて行き、一人でも多くの長崎

大学の後輩がウチヤに就職し一緒に働けることが来ることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

生技部の 

研修の様子 
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インターンシップと求人活動 

2022年 9月 22日 

  研究開発部課長 前田祥治郎 

今年 9月 12日～9月 16日の 5日間、長崎大学工学部機械工学コース

のインターンシップとして生技部に 2名、研究開発部に 1名の研修生を

受け入れました。インターンシップとは、学生が社会に出る前に仕事の

場を体験してみることで、業種や職種、企業による仕事内容の違いや働

いている人たちの雰囲気を知ることができます。受け入れる企業にとっ

ては学校とのつながりが生まれ、多くの学生に出会うことで優秀な人材

発掘に期待できます。 

研究開発部の研修は西條次長、前田を講師として「赤外線サーモグラフィカメラによる熱画像

解析」というテーマで行いました。赤外線カメラの測定原理を説明し、サーモを通電し発熱する

箇所や熱伝導について解析しました。大学で習得していない分野の内容で初めて扱う測定機器

に戸惑いもありましたが、事前にどのような熱画像を取得するかを予測し、研修計画に沿って理

解を深めてもらいました。研究開発部としても赤外線カメラを使った新しい取り組みでしたが、

研修生の地道に熱心に課題に取り組む姿を見て研究者としての素質を感じました。 

最終日に研修成果を報告する報告会を開催しました。質疑応答では言葉に詰まりながらも得

られた成果に対する自分の考えや感想をしっかり発表することができました。 

 

 

 

 

 

 

これまで、長崎大学の人材を発掘すべく様々な求人活動を進めてきました。私は長崎大学を 20

年前に卒業していますが、当時学生だった頃に講義を受けた教授とご縁があり、求人活動の一環

として研究室を訪問しウチヤの会社案内を行いました。さらに教授の紹介で長崎大学の講義室

を借りてＯＢ説明会を開催し、多くの学生にウチヤを紹介することができました。コロナ禍とな

り大学訪問ができなくなった時期もオンラインでの会社説明会の案内を学生向けに発信しまし

た。ただし、長崎から関東に来て就職することは勇気がいることで未だ実を結んでいません。 

私自身も郷土の後輩が欲しくて活動を続けてきましたが、今回長崎大学からのインターンシ

ップに３名の参加があり、地道な活動の成果が少しずつ見えてきたと実感しています。インター

ンシップに来た３名はウチヤの手厚い対応と実践向けの研修内容を受けてウチヤに来てよかっ

たと大満足の様子でした。これからも即戦力となる優秀な人材確保に向けて求人活動を継続し

ます。 

研究開発部の研修の様子 

以上 
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カロリーって何？－脂肪の増える仕組み（生活習慣病予防対策）― 

令和 4 年 9 月 14 日 

衛生管理者 西谷 

「食欲の秋」です。栗やさつまいも、キノコ類、新米、サンマや鮭など、多くの食材が旬を迎え

る季節となりました。そんな季節ですが、先日お配りした衛生講話資料「食事について」の中で、

気になる部分がありました。 

「１日に必要なカロリーについて」 

カロリー。Wikipedia では「栄養

学においては、カロリーは生理

的熱量（栄養学における熱量、エ

ネルギー）を表す単位として用

いられる。」と書かれておりま

す。右の表を見ますと、「年を取

る」ほど、「生活の中で動かない」

ほど、必要なカロリーが少ない

ことがわかります。食べ過ぎる

と脂肪になります。 

ただ、カロリーも具体例が無

いとわかりにくいところです。 

そこで、身近な例として、昼食

のお弁当のカロリーを確認しました。新栄給食殿のお弁当は、おかずの種類も多く、値段も手ご

ろで好評ですが、メニューを見ますとほぼ毎日、約 780Kcal となっております。３倍でも 2,340Kcal

ですので、最初はちょうどよいカロリーと思えました。 

そこで、盲点だったのが「ごはん」のカロリーでした。新栄給食殿に確認したところ、メニュ

ーのカロリーには「ごはん」は入って

おらず、並で 380Kcal、大で 510Kcal と

のこと。おかずと合計では並で

1,160Kcal、大なら 1,290Kcal にもなり

ます。（人によっては１日の必要なカロ

リーの半分以上となります） 

お弁当に罪はありません。最近は「炭

水化物」が悪者になっていますが、ご

はんや麺類がおいしいのも良くわかり

ます。ただ、「スポーツの秋」でもあり

ます。この機会に、自身の年齢、身体

活動レベルに基づく必要カロリーを考えつつ、食生活や運動習慣の見直しをおすすめします。 

以上 



- 5 - 

 

 

ウイズ・コロナと劇的な円安局面への対応 

令和4年9月25日 

        社長  清水 澄人 

コロナ禍は継続しているのですが、感染対策を適切に講じつつ、社会経済活動もしっかり

と進める「ウィズ・コロナ」政策が世界規模では進んでいます。但し、中華人民共和国では

依然として全く反対のゼロ・コロナ対策を継続し経済活動は正直犠牲になっていると言って

過言でない状況となっています。これは専制主義国家でないと出来ない事とも思います。 

 

さて、この処の急速な円安は日本企業の経営戦略に大きな影響を及ぼし始めておりまして、

コロナ禍と相まって企業経営は難しい局面を迎えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイリスオーヤマ社は、これまで中国・大蓮の工場で日本向けプラスチック製品などを生産

していました。しかし、中国での生産コストが上昇したことから、約50種類の製品について

国内工場に移管することを決定。中国産から国内産に切り替えることで約2割のコスト削減

が見込めるとされ、今後は他の製品についても国内シフトを検討すると言っています。アイ

リスオーヤマ社は優良企業であり、良質な商品を低価格で販売してきましたが、こうした企

業にとって、もっともコストの安い地域で生産を行うことは、企業戦略上、当然の活動であ

り、これまでは中国が最も低コストである地域の一つだったからです。ところが最近、中国

の人件費が著しく高騰しており、必ずしも安い生産地域ではなくなっています。一方、日本

は、人件費が横ばいで推移しており、加えて急ピッチで円安が進んでいることから、日本の

生産コストは劇的に安くなりつつあります。 企業がどの地域で生産を行うのが有利なのかを

示す指標の一つに、単位労働コスト(ユニット・レーバー・コスト: ULC)というものがありま

すが、ドルベースで見た場合の単位労働コストは、これまで中国の方が圧倒的に安かったも

のが、中国の人件費高騰により、日本と中国の単位労働コストはほぼ拮抗した状態にあり、

試算によりますと1ドルが150円を超えてくると、日本と中国の単位労働コストは完全に逆



- 6 - 

 

転するそうです。そうなってくると、企業にとっては、中国に移管した生産拠点を国内に戻

すという選択肢が現実的になりつつあります。アイリスオーヤマ社の国内生産回帰も、そう

した流れのひとつと考えられます。 

 

アイリスオーヤマ社だけではなく、既にダイキン工業株式会社は国内需要のエアコンはその

殆どを国内生産に切り替えています。又、特に多品種少量生産品は中国から撤収して東南ア

ジアや日本国内に回帰が進んでいます。ウチヤ営業部門ではこのことを早くから認識、国内

回帰する企業や生産品、その市場に着眼して為替変動に影響を受けない国内での再受注に力

を入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に、「日本の製造業が衰退している」ということが、ここ最近言われています。東芝、日

産、三菱電機、パナソニックを始め、2012年に破たんしたエルピーダメモリ、2016年に台

湾の鴻海(ホンハイ)精密工業の傘下となったシャープなどを見ると、高度成長・バブル時代に

日本経済をけん引していた製造業は著しく凋落してしまいました。大企業の主流を占める最

終製品を製造する「組み立て業」において、日本企業の力が衰えているのは否定できない事

実です。しかし、先端技術を駆使した製造業において最も大事なのは「組み立て」ではな

く、「材料」、「部品」、さらには「組み立て」を行ったり部品を製造したりするのに必要な

「製造装置」であり、この分野では、今でも日本が世界を席巻している事実を忘れはいけな

いと思います。例えば、ロボットシステムや工作機械ではファナック社、安川電機社、川崎

重工社、三菱電機社、不二越社、等々は絶好調なのです。ウチヤ営業部はこれらのメーカー

との国内取引を強化しており、これから新規ビジネスが目白押しなのです。 
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又、最近では日本の『お家芸』製造業、実は『業務用製品』が世界から大絶賛されている。

一般消費者ではなく「日本品質」の価値をより高く評価してもらえるプロフェッショナル向

けの商品に特化すれば、成功の道が開けるとも言われています。 

 

実はウチヤ社の得意とするビジネスフィールド、ヘアケア(理美容機器)ビジネスはその市場が

一般消費者向けとプロフェッショナル(理美容サロンや理髪店、エステサロン等 )々向けがあ

り、従来はこの業界の販売戦略は一般消費者向けとプロフェッショナル向け(仕様は高容量型)

を同時販売する方法でしたが、最近ではプロフェッショナル向けに高級仕様の商品を最初に

投入して、その評価を持って一般消費者向けにも高級仕様(高価格体系)で販売を行う戦略が進

んでいます。この様な時代の流れに乗った販売戦略を進める企業にウチヤ製品の採用を進捗

させることが重要な課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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